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Ｂ－１ 単元計画

時 目標（○）と学習内容（◎） 観 評価規準 活用力をはぐくむための
間 点 学習活動
１ ○邑知地区に関する様々な事象に ① ①身近な地域の地理的事

気づき、関心を持つようにする。 象について関心をもっ
◎身近な地域の特色について考え て話し合っている。

る。
２ ○野外観察の方法をつかむととも ④ ④縮尺や等高線、地図記

に、邑知地区の地形図を使い、 号などの地図の活用方
縮尺や等高線の見方を身につ 法について理解するこ
ける。 とができる。

◎野外観察の方法を習得するとと
もに、縮尺や等高線の見方に
ついて理解する。

３ ○身近な地域の地形図を用いて、 ③ ③地図記号などから、邑 問題意識をもって、邑
地図記号や土地利用などの地 知地区の地図情報を読 知地区の地図を読み取り、
図情報を読み取ることができ み取り、地理的事象に 興味のある地理的事象に
る。 気づいている。 ついてまとめる。【□1 ・□4 】

◎邑知地区の地形図を使い、邑知
地区の地理的情報を読み取る。

４ ○調べてみたいことをグループで ② ②邑知地区の地理的事象 課題を設定し、新旧の
話し合い、テーマを決める。 をもとに、適切な課題 地形図から読み取った違
テーマに沿って仮説を立てる。 を設定している。 いについて、自分の経験

◎調査テーマを決めて、仮説を立 や知識を活かし、仮説を
てる。 立てる。 【□4 ・□6 】

５ ○仮説をもとに、調査方法や調査 ② ②仮説をもとに、調査方
の見通しをもつ。 法や調査の見通しをも

◎調査テーマをもとに、見通しを っている。
立てる。

６ ○効果的な方法を選択して、意欲 ④ ④邑知地区の地理的特色
的に地域調査に取り組むこと をとらえる視点や調査

７ ができる。 の方法を理解し、その
◎文献調査、家族の話、インター 知識を身につけている。

ネットなどを用いて資料収集
を行う。

８ ○調査結果を整理して、結論をま ③ ③邑知地区の地理的事象 調査結果を整理し、事
とめることができる。 から見いだした課題を 実をもとにして自分の考

◎調査結果をもとに、グループご もとに身近な地域の特 えをまとめ、発表の準備
とに整理・分析してまとめる。 色をとらえ、地域の発 を行う。 【□2 ・□6 】

展について考えようと
している。

９ ○意欲的に発表の準備を行うこと ① ①身近な地域の地理的事
ができる。 象から見いだした課題

◎調査結果を地図や図表に表し をもとに、地域的特色
て、整理し、発表の準備をす を発表するための工夫
る。 をしている。

10 ○調査の動機と目的、調査経過と ③ ③邑知地区の地域的特色
内容、分析と調査結果が明確 について、考察した過
にわかるようにまとめ、発表 程や結果をわかりやす
することができる。 く発表している。

◎調査結果の発表会を行う。

11 ○観察や地域調査の結果をもと ② ②邑知地区の課題や将来 学習してきたことをも
に、邑知地区の課題や将来像につ 像について、根拠や視点 とに、邑知地区の課題や
いて考える。 を明確にして考察してい 将来像について考察する。
◎邑知地区の将来像について話し る。 【□2 ・□6 】
合う。
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